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(三宝:)-(宝 12 :: ) (急設 ) (2･23)
と表わせる.ここでAi,･は,ブロック化の手続きを具体的に与えると決定される.(2･23)
は線形変換であるから,二つの固有ベクトル,
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rI W (S,･,S,･,sk･,SL)(i)lLIL) (4.4)
で表わせる.ただし積は四分面上のすべての単位格子面についてとる.ここで,図4.3の
黒まるのスピンについて和をとって(4,4)を足し合わせると,切り口のスピンsl,S2,‥ .,S,i
とS'1,Sらヮ-,S:i(図4,3の白まるスピン)を固定したときの四分面の分配関数 A,1が 与 え ら
れる:




についてとる.ここで,スピン変数 sl,S2,...,Sn とS'1,Sら,- ,S;Lを行列の足とみなそう.
切り口のスピンを固定したときの四分面の分配関数を要素にもっこの行列を,角転送行列
(Co.rlerTraユISferMatrix,CTM)【17,29,30]Anとして定義する･
CTM の構造について説明する.角のスピン sl と S/1は共通なので,sl≠ S/1のとき
_･4n(sIS2- Snls'1S左...S;I)-0である.また,格子の構造から,スピン変数 sl,S2,… ,Snと
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STI STZ S 13 ･･･ STn
図4.3:四分面の黒まるのスピンの和をとったものをcTM として定義する.
S/I,S左,...,S;tの入れ替えに対してボルツマンウェイトは対称なので,/ln(sIS2-･Snfs/1Sち-･S:i)












































































































AT ー RTATRT = DT




A～,(Sne､'ト5-′ne､,)- ∑ RTT(s ne､vls｡S)AT(S2SIs;S/)A,(S;S'lS′ne､V) (4･19)
s2,S,a;S'



























































































































m N I/ Ec
8 50-200 1.0240 -1.413934
16 200-500 1.0071 -1.414158
32 200-500 1.0044 -1.414186
64 200-500 1.0040 -1.414190











N L/ N L'
32 100-400 1.0841 100-400 0.79173
64 100-400 1.0116 100-400 0.75217
128 100-400 1.0019 100-400 0.74728


































T T-Tc I/ ,i,2
2.2689853 -0.00020 0.98929 2.7655e-ll
2.2690353 -0.00015 0.99221 7.9825e_12
2.2690853 -0.00010 0.99502 2.2749e-13
2.2691353 -0.00005 0.99790 5.4217e-12


































i:--0.2,号ニー 0.2∫ 亨ニー 0.2,ラ-1 号-1,ラ--1
T/J L/ ,Y2 T/J L/ x2 T/J L/ i,2
1.38010 1.0021 1.0371e-10 2.55965 0.98965 3.4774e-ll 3.86510 0.99730 7.1581e-ll






























































T/lJl L, ,1,2 T/Jf L/ x2
S-i 0.97155 0.61674 1.0095e-6 2.08200 0.83119 2.61118-960 273 324448 5 695 18835β10
0.97165 0.63886 8.3548e-7 2.08210 0.84281 5.71458-10














T/lJ/I L, ,i,2 T/IJ/l J/ i.2
1S-ラ 0.82763(exact) 0.75000(exa.ct)









lS-香 2.76815 0.71785 5.4430e-9
2.76820 0.72126 1.1032e-95 484 2031.















































































囲 奥西 巧-,修士論文大阪大学 1996年.
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